
〟、ホルモン■英矧ヱよる種應鶉¢群飼試験  

埋豊彦  ′ト 林  凍   

覆礫熱賛疏期間として／♂ケ巧から／ケ算定・茫要としぞ¢閤寮軌ヱしア  

ポくと聞孝坑激しく資傷吟賂奮の遅延により犬格と衣る£の武多く種萄象  

の大乏以悩みと成って いる。   

ぞヱそ各成認倍ホルモン星与えて一時照孝性左抑制しぼん見解同時に逢  

椅横籠立供碍して覆鶴として礫稲出売るか法うか星鋼′ミる田野で本就幣邑  

契碓した。  

或  輿  オ  浣   
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（ノノ．額 棄、簸  

武藤窺は紹知J∠年J月／石臼婁穆そふ化しモ白色レクホン■二望て∴′嘗   

ヱ♂羽とした。  

（ヱ）．飼育 オ遽  

′r、化後／ケ日間はベタリー発電怒零すう思そ奄すうし双攻グケ月間吼   

え♂乎元来巧痙動場¢ついたノ．J平オ兼のコロニー含に収姦して．．‥ど9   

後ふ化線上ヱ∫日までぼ黎飼としヤ¢後雌急につけるまでは／笥悸雪ヒし   

た．  

（ノノ、水ルモンの移複  

便所した詫ルモン刻は田村厳寒硬式各社製造の＆ので／乗ヰ∫こ≠工手ー   

ルスナlレベストロール／√勿才立会属してく、るク  

エの真ルモン副左・も化後∫♂日呂¢試験泡に対して帝／回目味／吻   

芝電最¢付確久ら／∫ど呪 の都政に常夜埋頚農で理殺した．〟b．／ア と   
ヽ  
人力．ヱクぼ．こ化後㌔♂日日に葬／回官の移痘をし直。吹感卜？♂∈＝㌢毎に   

鵡恵のズまによ（ノ詫ルモン商tの効果之判斉し勅環状庄く在ったこ在中ら   

机るも¢lヱは費に移薇し色。7仁ルモン刹移嵐の状態峡届／囲¢慮りであ  

名l。  
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卯う最己・智者に移覆しためゆばふ化後／ア♂日掛＝／ク∫ノ攣凛恒摘   

のばノク句才てあつ危・  

辞ノ、はん筒刀¢威験  

ふ化夜／♂ケ戸たった雌鳥につげ在酷地衣炊／♂：彩ト、／∫御であった   

雌につけて∠臼召から夜明宝塚乗した。雇卵は五体ふ卵様により人エ．；、   

イヒした，  

試  験  破  鏡   

（／ノ、体膏〃増加  

体豪放ふ化後∫♂日日から／ケ日毎に秤慶した。  

7ケ月日まその体蚤増布の赦態味穿／表¢とおりぞ・浴青票準と大体一   

致した∧んノ〃号ば卿蚤〃ため淘汰した。  
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（ヱノ．票壱¢硬化  

賓／回目巧圭ルモン糾移稜線J♂日次後¢幾夜の承隻生島宋すると夢   

J回の凰りて・あつを。即ち（州りは色、大1異に対監篤と周ビむ¢（什Jは  

■ よエ仁、／ナ対‾照区こ同じそある水色水野いむの（十渦芭、天王寺に対‾庶窺よ   

り小三くて遠いめの（づはホルモン喝理により原語夜に賓縮レた状態カ、ら   

仝く快癒レない乙の子ク方回の水ル壬ン移笹星一疫要とし現い乙¢である．  

Zクク  

一 寸け －欄 －－11÷ 抽 一一  相 車＋ －【一 －  一  里l叶 一 項・1什   
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¶†・冊 一汁 十 刊一一♯ト 寸叶一刃 － － － ＋†＋ 十＋・－ ＋ト 十＋十軒 州・サj－   

／ク♂  

．′一〟‘1  

J巾   
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／ ヱ：J＋タ 、r ∠ 7 g タ ／ク／ソ／2 ′ノぴ／〟／ヴー．乍／ア／′㌔－／アヱ♂   

即ち東川／宅ン副移植後J日．へノ∫1∃巨い覇z、ら定から賓賭し備めてノク日  

百項に有高¢肱亀になり、￥¢後冴常に侠額してノク石柱そ髭全、に二廷∝  

てトキ蚤つくるようド：ぼる。しかU、個体による充Iしモン¢彩審¢差娃  

非常に大乏かつ乏。ま迄／Vウノタと人ん．ヱ♂は笥／回目¢移枝豆他のめ  

¢よタJ♂日おそ〈、即らふ化後♂♂日田・こ行っ圧力ミ、命り恵存め番解  

せ木、峡後に要する日数む短かかった。〝／ク／ダ瞳御者のたゆふイヒ後〝ク  

8日に解剖Lた．怒¢大已ぼ軒家直に北原して大鹿同ビ盟であった水軍  

丸雷黄ば左右金、計で／√才であった．ふ化後ヱス∫日岡冬．一応密鱒妥絡  

り、尊慮ならぼ雌につける時射であるが双繚クク日間ぼ／調節としてそ  

針後の変化夏観牒し色。  

條書せ／∫モ＝計与・に測定した．そ¢爵弟底者2歳◎とおりやある，  

－／久乙－  



賓ヱ長  路 賓 巧 奏 化  
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アク   才女   グ∠   ／．Z  ぎJノ H  臼  す7  ∠／        ノ乙♂  グタ  Z♂ 至 よク         索「召慧 二区   月J 巴  … よ♂ト ア∫1   よ／   
J  ∫こ／  £ク  

♂タ  

体重さ対照瓦とズ塞ヵごなく、革帯練武険区¢うち、滞に併壊¢おぞい 

ノ＞ウ．Jと人ん．／ヱ£、貴綾の木ル毛ン創玄搾燈してからダカ月画ぞ大府   

対管区に寮しい底となってひる。  

（JJ、床ん笹カの武於   

はん焚ガの衰勢に咤偏した¢は／Vウ．ノ．タ、／ク．ヱ♂勿〃覇で．／琴  

－／クグー   



／′ク～／／・タ胡¢雌につけだい  

産卵ば雌につけ7九ら∠日月、内至／β日日より礫顆した．貯卵白教ば  

∠日一し／ヱ日であった。  

各簡のふ化衆顔ば舞∫・象のどおり であった．  

零 ∫ 森  ふ 化 成 蘇  
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タヱj   
璽J  ♂  妻2 憂♂  ヱタ 〃ク     ′′  要 ・り   

ケ  J∴デ  クク   ！ ／  に  

対暖医  ∠  

lタ   J   

ヱク！  

ヱ∫  ／J  ／くZ  ア£♂  ヌ～∴㌢   ／ヱ  

〃  ズ，ヱ〃  √ク   ㌔   一乙   J  jク  ～ク  ／ア  〝．♂  

◆   J－ J  √タ  J  ヱ   ／♂－                    i 主知〃 H  （托P♂ グど≠  

ク  ・タ  J  ／  
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カ   ス   

／  

ク   
J  i∫J 声  ／∠ レJ  いク ■′  l′■・ 一▼一  ー％JIJ♂雇 蔓”♂い才竜   

雌につけてから¢灸凰日敏武少いと額横車公債く、∠早目から横塚した  

各合には紆∫ク％てあるカご／ヱ日日玖ら¢礫啓では7♂％／g日田カ、ら  

¢額禿でぼ吉子㌔♂％イ五と家r」ス▲攻臼田九ら¢礫有そばタク％不ヱ舵は大  

鹿訝怒互ヒー発してこ＼る．綬帝牽に対するふ化率あ‘P♂㌧、．杉♂％で正常  

－／∂♂－   



と栗められるふ化しを簸るナヾて正常であつ迄。  

室  す  ぴ  

／、珍種する木＝レモンの蚤と時期  

ホルモンに許する友応ば、個体により大要水あり、／タ羽中タク俄タ   

カごタ覇、占．？明ダガミノ軋 グ∫瑠管状J乳／ク∫で才力ミュ軌J♂〝汐   
と〃∫仰才が／孝卜づ′つと：なってく、る。好期としてば照冠水¢びて噛めて   

トキ宝つくるように苛ったと芭．郭ち∫ク日南援に察／四日の押隠左す   

るの武息巻と悪れれる。♂♂8自に移植したノ∨♭．／タとえ♂ぱ直ちに侠   

復する吠、多量¢爪lレモンを．必要とレ伝。  

Z、開孝世について  

親密カミ葵感■して、斥ルモン〃勃環カミ乾坤ら札る蘭底開孝度ば尭全にお   

三えら預る水、恕覆水延びてく局とすやに閏年するように荻局。  

J、ばん箇カにつし＼て  

最後¢琉ルモン移硬乏してから∫ケ用蕗威すると完全lニはん電力受峡   

模する伏線につけてからヱ♂日何位¢礫蹄率は悪い。少くとめ碗取／ケR   

前より雌轟につけぞおいた有力ミよひ。硬痺甲に対するふ他車あ正常で、   

バ、化した艶め異常床霞められ悪かつ毛．  

頭上厚相す令と＝ふ化後∫♂日田〃白レズ感後難に．木エチルスチルベ   

スト⊂い－ルのベレヅト変／∫劇矛移亀して涙顔／≠♂日軌こ／∫倒ぎょ毛ば  

J♂彗声づク／丙至J回移壊しぞ鮮観音行った珠・爾孝枝水お生えられ   

て、すべて魯鶉として正常な愚索立と坊た。  

ふ化硬／／ケ月日より雌鳥に現した式環清キて、化奉とも正常で．優等   

として硬鋼出乗ることボ穫めら札伝。しかし忙ルモン和移隠今時朝とせ   

について味荻み検討する腫零咲あると脅えられる。  

ー／♂デー   


